
エネルギーを大切にしよう！

・

みらいエコリフォームセンターでは

以前の新商品展示コーナーを模様替えして、

「創エネ・蓄エネ･省エネ機器提案コーナー」を

設けました。

１戸の住宅の屋内、屋外をそれぞれイメージした

配置となっております。

屋外はテラスまたはベランダの雰囲気の中に、

東京ガスの家庭用燃料電池新型「エネファーム」、

エリーパワー社製の大型リチウムイオン蓄電池

「パワーイレ」、

ノーリツの太陽熱利用システム給湯器「スカイピ

ア」、

京セラの太陽光発電パネル等を提案展示いたし

ました。

①創エネ・蓄エネ・省エネ機器提案コーナー

②大型リチウムイオン電池「パワーイレ」

③ガス可とう管接続工事監督者資格研修報告

④東日本大震災について～地震の特徴と今後～

4月号VOL6

創エネ・蓄エネ・省エネ機器提案コーナー

企業でも家庭でも節電や

計画停電に対応した体制つくりを真

剣に検討し始めています。

東京ガスや各メーカーに

エネルギーの効率的な利用の仕方を

レクチャー頂きます。



ガス可とう管接続工事監督者

資格研修報告

４月２３日（土）東雲エコリフォームセンターにて

日本ガス機器検査協会による「ガス可とう管接続工事監督者」

資格研修が行われました。

参加者は販売店様、設備工事店様４７名が受講され、

無事修了しました。

講習内容は、概要、一般知識、施工要領、実習、自己診断、

答え合わせの順で行われました。

ガス栓と資格の必要なガス機器の間は、

このガス可とう管（強化ガスホースまたは金属可とう管）で

接続する必要があります。

資格を必要なガス機器は下記の機種です。

ガス小型湯沸器、屋外設置型風呂釜、屋内設置型風呂釜、

エコウィル、家庭用オーブン、ガス給湯器、

給湯暖房機、業務用ガステーブル等

荒尾博氏による環境商材展記念セミナー報告

４月２３日（土）東雲の東京配送センターで

環境商材展が行われました。

各メーカーさんによる即売商品に加え、

販売店様が自店の在庫などを持ち込んでおこなう

フリーマーケットが好評でした。

この環境商材展記念セミナーとして

荒尾博氏による今回の地震のお話を伺いました。

この度の東日本大震災で被災された方々には

心よりお見舞い申し上げます。

内容は、今回の地震には予兆があったこと、

また従来からの予測を通り越した

１０００年単位の巨大地震になったこと、

そして今後余震が心配されること、

液状化しやすい地域は公表されていること、

また防ぐ方法もあるなどなど。

停電も含めて地震対策は、

可能な限り備えておくべきでしょう

とのことでした。

《 東日本大震災について

～地震の特徴と今後～ 》

《新商品展示紹介コーナー》

大型リチウムイオン電池「パワーイレ」

今月よりオフィスや店舗、工場で

使用できるエリーパワー株式会社製の

大型リチウムイオン電池「パワーイレ」

を展示、実演しています。

「パワーイレ」の特徴、機能をまとめました。

①エリーパワー社製の電池セルを１６個

合計２ｋｗｈの電池を内蔵し、

非常時に使える電源としてパワーを

常に蓄えます。

②重量は６１．５㎏ですがキャスターつきで移動が簡単

③太陽光発電のエネルギーを蓄えることが出来ます。

④緊急地震速報を音声と映像でしらせます。

⑤連結してパワーや容量を拡張できます。

東雲ではＬＥＤ蛍光灯４本を接続し

蓄電池からの出力状況を確認できます。



7月度セミナー案内（7月中旬予定）

エコリフォームクラブ主催

創エネ・蓄エネ・省エネ エネルギーセミナー

計画停電時代に対応した電気を創る、電気を蓄える、節電するをテーマに

話題の商品の特徴と機能を研修します。

また企業や家庭でのエネルギー対策や節電方法についてレクチャーいただきます。

ご期待ください

6月みらい市案内

節電ポスターあれこれ



清水英雄事務所株式会社

代表取締役 清水英雄

今後も最新の行政情報を収集 発信を

基本に、より具体的に分かりやすい説明

をしていきます

サポーター紹介コーナー

■プロフィール■

清水英雄事務所㈱ 代表清水英雄

東京下町の材木屋に生まれる。

現場での豊富な経験を生かし、大手建材商社に勤務。

年100回以上の全国講演を行い、

住宅業界の変革に尽力。

清水英雄事務所株式会社のコンセプトは

「ちょっと教えてよ・・・清水さん」と言うような

何でも相談できるコンサルティング会社を目指します。

長年蓄積してきた業界情報と培われた人脈を生かし

て家づくり経営に関する総合的なアドバイス

さらにセミナー開催などのお手伝いをさせていただき

ます

東日本大震災から1ヶ月と2週間がたち

被災地の方がたの本当のご苦労は

これからだと思います

テレビで紹介される悲しい話や

少し元気が出るお話など、

涙が出そうになったり、

感動したりしています

そして今も続く原発のいっこうに収まらない憂慮すべ

き事態には

本当に困ったことです

今も現場で必死の作業をしている方には、身の安全の

確保を祈らずにはいられません

いま自分自身が元気で暮らせることに

感謝の気持ちでいっぱいです

備えあれば憂いなし

いろんなことを勉強して、備え・・・

なにがあっても悔いることのないように

家族には愛を注いで！

子供たちにもいっぱい愛を注いで！

母親の愛って無償の愛

とくに母親の愛って注いで注いで

いまにもこぼれそうになるくらい注いで

いえいえ もしかしてこぼれてるかも～

でも。。。

それに対して代償を求めない

元気で明るく今日も平常心で過ごします

“東雲だより4月号” 編集後記

㈱フューチャーテック

森 知子


